
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成 22 年 6 月 4 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

研究成果の概要（和文）：様々なヒト癌の発症進展に受容体型チロシンキナーゼが関わっている。

我々は受容体型チロシンキナーゼ下流のシグナル分子として見出した Tob が、細胞内でリン酸

化あるいはユビキチン化されて、細胞増殖や細胞死を巧妙に制御していることを遺伝子改変マ

ウスの解析などを通して明らかにした。さらに Tob と会合する蛋白質が、キナーゼ活性を持つ

こと、また mRNA の分解・合成に関わることで、細胞増殖や細胞運動そして細胞内エネルギー代

謝を制御することを示した。 

 

研究成果の概要（英文）：Receptor-tyrosine kinases play critical roles in cancer development. 

We identified Tob as a signaling molecule downstream of the receptor-tyrosine kinases. 

Through molecular and cellular biological analysis and the analysis of gene-engineered 

mice, we provided evidence that Tob is involved in regulation of cell proliferation, cell death, 

and energy metabolism by interacting with other cellular proteins such as Ndr family 

kinases and a large protein complex that regulates messenger RNA turn over.  
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１． 研究開始当初の背景 

  本研究開始時において癌研究の分野で

は、ＥＧＦ受容体などの受容体型チロシンキ

ナーゼが変異や過剰発現によりヒト癌の発

症進展に関わることが明らかになっており、

受容体キナーゼに対する抗体や活性阻害化

合物によるがん治療の努力が多くの研究者

によりなされていた。既存の知識に基づいて

高度に効果のある治療薬を開発することは

大変重要である。一方で受容体型チロシンキ

ナーゼの下流シグナルをより extensive に解

析し、新たなシグナル経路を見出して新たな

分子標的を浮かび上がらせるという研究手

法も極めて重要である。私共は、後者の考え

方に立ち、乳がん等ヒト癌の悪性化を導く

ErbB ファミリー蛋白質下流シグナルを種々

の方法で探索し、この当時 ErbB2 受容体下流

で機能する蛋白質として Tob を見出していた。

当特定研究課題に先行する科研費ですでに

Tob ががん抑制蛋白質として機能することを

見出し、また Tob ファミリー蛋白質として

Tob2 や ANA などを見出していた。 

 

２．研究の目的 

リン酸化による Tob ファミリー蛋白質の機

能制御の視点から、Tob ファミリー蛋白質の

細胞増殖抑制作用の分子機構を確立する。ま

た、Tob ファミリー会合蛋白質について、そ

れら遺伝子の発現とヒト癌発症の因果関係

を明らかにしていく。具体的には Tob や Tob

ファミリー欠損マウスを用いた発がん研究

をすすめ、また Tob 会合蛋白質 Ndr1/2 キナ

ーゼや CCR4-NOT デアデニレース複合体の細

胞増殖制御における役割を明らかにし、がん

治療薬開発の基盤的情報を得る。 

 

３．研究の方法 

①Tob ファミリー、②CCR4-NOT 複合体構成成

分、③Ndr キナーゼについて、細胞レべルで

の会合実験、細胞内局在解析、細胞内機能解

析を分子細胞生物学的の様々な手法を用い

て進める。特に Tob については、他のファミ

リーメンバーが DNA 損傷依存的に発現変化す

ることが報告されていることから、DNA 損傷

時の Tob の機能と動態変化を調べる。まず解

析対象となる個々の蛋白質に対する高質の

抗体を作成する。さらに、RNAi 法を採用し遺

伝子発現抑制による細胞増殖、増殖抑制への

影響を調べる。また遺伝子欠損マウスを作成

し、病理学的解析を行う。Ndr キナーゼ標的

蛋白質については、蛋白質固相リン酸化法に

よる遺伝子ライブラリースクリーニングや、

蛍光 2 次元電気泳動そして質量分析

(MALDI-TOFMS)により探索する。また、ndr 欠

損マウスを作成しその病理学的解析を進め

る。更に、Tob ファミリーや CCR4-NOT 複合体

の作用機構を確立するために、各蛋白質の高

次構造を X線結晶構造解析や NMR 法で決める。 

 

４．研究成果 

(1) Tob ファミリー 

Tob ファミリータンパク質 ANA が肺胞細胞

で特異的に発現していることや ana の発現が

肺腺癌で低下していることを見出した。さら

に ana 欠失マウスが肺腺癌を発症することを

見出し ana ががん抑制遺伝子として機能しう

ることを明らかにした。ana 欠損により TGFb

ファミリーのシグナル伝達が乱されること

を、ANA と Smad ファミリー蛋白質との会合

から推定した。また、別のファミリータンパ

ク質 tob2 を欠損するマウス骨形成不全とな

ること、そして Tob2 が破骨細胞で vitamin D3 

受容体と会合し、RANKL 発現抑制を通して

骨芽細胞の産生を負に制御することを示し

た。ついで、細胞に低線量のＵＶを照射した

場合は Tob の発現が誘導され、高線量の UV
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では Tob が分解し、それに伴い細胞死が誘導

されることを見出した。この Tob の分解には

ユビキチン化依存的 proteasomeが関わること

を見出した。さらに遺伝子破壊や RNAi 法で

Tob の発現を低下させておくことにより、低

線量の UV 刺激でも細胞死が誘導されること

を示した。また高線量による野生型細胞での

アポトーシスが Tob 過剰発現で抑制されるこ

とを見出した。また、Tob は UV 刺激のみな

らず抗癌剤などによる DNA 損傷に依存的な

細胞死にも抑制的であり、RNAi により Tob

発現量を低下させることで抗癌剤の効果を

高めることが期待される。 

 (2) CCR4-NOT 複合体 

個々のサブユニット（Cnot1-3, Cnot6, 6L, 7-10）

それぞれについて RNAi 法や欠損マウス作成

による解析を進めた。顕著な成果として

Cnot3 と Cnot6L の例を示す。まず Cnot6L サ

ブユニットが deadenylase 活性を持つことを

示した。さらに RNAi 法により Cnot6L の発現

を抑制することで、NIH3T3 細胞の増殖（G0/G1

期進行）が著しく阻害されることを見出した。

この抑制効果は Cnot6L の deadenylase活性に

依存し、Cnot6L 発現抑制細胞では p27
kip

 

mRNA の分解が抑制されており、結果として

細胞周期制御蛋白質 p27
kip の発現が上昇して

いた。Cnot6L は p27
Kip1 

mRNA の 3’UTR配列

を認識してその分解制御に関わることを示

した。次いで cnot3 欠損マウスが胚性致死で

あることを示した。更に cnot3 ヘテロ欠損

(cnot3
+/-

)マウスは基礎エネルギー代謝が昂進

し瘠せ形質を示すことを見出した。野生型マ

ウスと cnot3
+/-マウスの肝臓 mRNA を用いた

マイクロアレー解析から、cnot3
+/-マウスでは

PDK4 (pyruvate dehydrogenase complex kinase 

4) mRNA や IGFBP1 (insulin-like growth factor 

binding protein 1) mRNA の poly(A)が効率よく

分解されず、mRNA が安定化していることを

明らかにした。その結果エネルギー代謝や脂

肪細胞分化に関わる PDK4 や IGFBP1 の発現

が亢進し、瘠せ形質を示していると推定した。

また、Tob ファミリー蛋白質（Tob, Btg2）と

CNOT7 の結晶構造解析を進め、それら蛋白

質間の構造と機能の相関を調べた。その結果

Tob と Btg2 が CNOT7 と直接会合しその会合

が CNOT7 の deadenylase 活性に抑制的である

ことを示した。この知見は、Tob が mRNA の

分解系制御に関わって、細胞増殖やエネルギ

ー代謝などの様々な生命現象を調節しうる

ことを指摘している。言い換えれば、Tob や

その会合分子が、がんのみならず肥満などの

メタボリックシンドロームを制御する医薬

品の開発の標的となりうることを示唆する

ものである。 

(3) Ndr 

Ndr2 欠損 (Ndr2
-/-

) マウスでは顕著な病理学

的異常が見られず、詳細な解剖学的解析と長

期観察が必要となっている。ただ、Ndr2
-/-マ

ウス由来線維芽細胞は wound-healing 能が低

下していることが示された。これは Ndr1/2

キナーゼが、アクチン骨格系の制御に関わる

Caldesmon を標的とするという本研究で得ら

れた知見と矛盾しない。また Ndr 欠損細胞で

は細胞増殖抑制性蛋白質 p27
kip の発現減尐が

見られ、同時に G0/G1 期進行が促進されてい

た。ndr ファミリーがハエではがん抑制遺伝

子として機能しているという知見に合うも

のである。ただヒトやマウスで ndr ががん抑

制遺伝子として機能するという知見は得ら

れていない。今後さらにがん進展との関連を

探る必要がある。 
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